
OSECHI学友会スローガン

☆一人ひとりの長所を活かし、一人ひとりの良さを組み合わせて、団結すること。
☆一人も欠けることなく、全校が主体的に取り組めるようにすること。
    学友会の様々な取り組みを通して、全校生徒みんなが主体的に活動することで、
    ワクワクしながら過ごせる学校になり、日本一の中学校を達成し、
    世界に羽ばたく「OSECHI」な学校になる。

1　生徒一人ひとりが主体的に取り組み、ワクワク体験を
（生徒全員が主体的に取り組むことを大前提とし、

                                         大事にしたい３つの柱）

①一人ひとりがお互いの

　長所を活かすことができる学校　　　　（自学）

②全校が主体的に動くことができる学校　（自主）

③校内だけでなく

　　　地域からも愛される人・学校  　　　（共生）

2　生徒全員が「東人権宣言」の行動目標達成と
                                                                  活動の推進
　日本一の中学校になるために「一人ひとりが大切にされる」

「一人ひとりの頑張りが認められる」という、

より良い人間関係を土台とした上で、学友会の様々な取り組

み、学校行事に主体的に参加でき、自分の持っている力を

存分に発揮することができる。「東人権宣言」の行動目標を

振り返る機会を折に触れて設置し、一人ひとりがより良い姿

を目指せす東中学校。



５月リーダー会議　より

①あいさつ運動

②LCA（落ち葉拾い）

③菜の花

④川の清掃



その他のボランティア活動などの取り組み（委員会活動）

・月１回　専門委員会/全校集会
・各委員会で学校全体のレベルアップに向けた取り組み

地域の公共施設への
「鯉のぼり」や「ひな人形」の作成

全校集会の運営
各委員会での報告など



その他の取り組み（執行部全体）

Teppen　weeeeeek
「日本一の中学校」に

向けて各委員会で、

レベルを設定し、全校で

達成することを目指す。

※行事前後に設定し、

　　日常を大切にする

　　　　　　　取り組み
非常に躍進した一年間



中学校区での取り組み【振り返り】

☆学校内外で、たくさんの取り組みを実施し、大きく

　変化が見られた一年間となった。

☆今後は、学校で取り組んでいるようなことを、

　生徒だけでなく、地域の方々（保育・小・高・大人）

　も巻き込んだ取り組みをどのように実施していくかも

　考えていきたい。


